
2012年10月

安全対策に継続的に取り組んでいます

発電所ニュース

サービスホールからのお知らせ

◆防潮堤（堤防）設置や電源車配備などハード面の対策とともに、社員の教育訓練など
ソフト面の対策にも継続的に取り組んでいます。

◆サービスホールでは、原子力発電の仕組みや現在実施している発電所の安全対策をご案内
する「展示館ガイドツアー」を開催しています。ご来館の際には是非お気軽にご利用ください。

◆発電所の現状に関する説明会を以下の日程で開催します。参加をご希望の方は、是非ご来館
ください。
　なお、これまでの説明会の実施結果は、発電所ホームページで紹介しています。

（ き り と り 線 ）
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【開催場所】サービスホール受付前ロビー
【所要時間】約60分
【説明内容】
　最新の状況を踏まえ、
　○福島第一原子力発電所の事故の概要と現状
　○柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の実施状況
　　についてご説明いたします。

１日２便
1便12:00～
2便15:00～

13:00～14:00
10月21日(日)

11月25日(日)

発電所構内見学バス
運行時間

開催時間開催日

開催時間

所要時間 約40分

10:00～/11:00 ～/13:30～/14:30～/15:30～
（1日5回）

【説明会開催概要】※事前予約は不要です。

〈説明会〉
【所要時間】約40分
【見学内容】安全対策工事の実施状況
※参加ご希望の方は、運転免許証または
　住民基本台帳カード（顔写真付）をお持
　ちください。

〈発電所構内見学バス〉

【お問い合わせ】サービスホール　　0120-34-4053（９:00～16:30）

2012年10月21日発行（H24－R－７）
編集発行責任者
　柏崎刈羽原子力発電所広報部
　企画広報グループマネージャー
〒945-8601 柏崎市青山町16番地46
　 0120－120－448（平日 9～17時）

１～４号機側防潮堤設置工事状況 ガスタービン発電機車の配備状況

海水熱交換器設備接続訓練 電源確保訓練

原子炉や燃料プールの冷却水を海水により間接的に冷やす
設備の接続訓練です。

電源がなくなったとしても速やかに電源を確保するための
電源車による電源復旧の訓練です。

1～4号機側の防潮堤の工事進捗率は58％です。
（9月末現在）

海抜約35ｍの高台に電源車を配備しています。
車の下には燃料補給用の地下軽油タンクが設置されています。
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～医療で利用されている放射線～

【シリーズ】放射線のはなし⑨
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発電所周辺の環境放射線調査結果をお知らせします

●柏崎刈羽原子力発電所
　で現在働く人は5,433人
　です。（10／1現在）
●内訳は以下のとおりです。

【発電所ミニデータ】

＜東京電力＞ （人）
柏崎市 904

県内 刈羽村 90
その他 116

99

＜協力企業＞ （人）
柏崎市 2,178

県内 刈羽村 226
その他 1,020

800

5,433

県外

県外

＜合　計＞

発電所ホームページのご紹介

◆発電所では、運転開始前（昭和56年）から、放射線が周辺環境へ与える影響について
調査しています。
◆平成24年度第1四半期に調査した結果がまとまりましたので、一例として、「土」の
測定結果をご紹介します。

※モニタリングポストの測定結果なども含めた詳細なデータは、発電所ホームページでご覧いただけます。

◆胸や胃のエックス線集団検診、歯科での検査、エックス線コンピュータ断層撮影検査
（ＣＴスキャン）などによる「医療被ばく」は、日本が世界一とも言われています。
◆また、人工の放射性物質が様々な検査や治療に使われており、例えば「ヨウ素131」は
甲状腺がんなどの治療に利用されています。

◆今月号でお知らせしているそれぞれの内容の詳細は、発電所ホームページに掲載してい
ます。是非ご覧ください。http://www.tepco.co.jp/nu/kk-np/index-j.html

◆人工の放射性物質であるセシウム137が検
出されました。過去の核実験などに由来し、
従来から検出されています。
◆カリウム40は天然の放射性物質です。太古
から自然界に存在します。

土１㎏の中の放射性物質の量
医療で受ける放射線の例

340～410
ベクレル／㎏

セシウム137

カリウム  40

◆採取場所：発電所敷地内２カ所
◆採取年月：平成２４年５月

１００ ２０0 ３０0 ５００
（ベクレル／㎏）

検出下限値 ４０0

3.2ベクレル／㎏

第１四半期の測定範囲
過去５年間の測定範囲

土の採取

発電所の安全対策

環境放射線調査結果
（「発電所データ集」）

サービスホール説明会の
ご案内

（これまでの実施結果）

安全対策などの動画

●

胸のX線（１回）
0.05 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

胸部ＣＴスキャン（１回）
6.9ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

1

［日本平均］
１人あたりの自然放射線
（年間）1.5ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

● ●
● 10 10,000 ●

がん治療
60,000 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ胃のX線（１回）

0.６ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

●

東京～ニューヨーク
航空機旅行（往復）
0.２ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

歯のX線（１回）
0.0４ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ

※協力企業については登録人数を
　計上。
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